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1. 背景と目的

文部科学省（2013）によると，教育現場の ICT機器の普及率は近年著しく進み，多くの

ICT機器が学校に整備されている。電子黒板，デジタル教科書も平成21年度より大幅に増

加し，電子黒板の普及率は全国平均では 74.7免となっている。デジタノレ教科書の整備率は

電子黒板に比べると低いものの，全国的に上昇傾向にあり，現状ではまだ整備されていな

い都道府県においても，これから整備が進んでいくことが予想される。

各教科の指導においてICTを活用することは効果的であるということが，多くの研究を

通して言われるようになってきた。国語科においても， ICTを活用した指導が有効である

ことが認められているが，他の教科に比べて積極的に活用されていないのが現状である

（高木， 2002）。その要因のひとつとして，大学の教員養成課程においても，教員志望学

生が教科教育の中で， ICTを活用した指導について学ぶ機会が少ないことがあげられる（教

育家庭新聞， 2012）。

そこで本研究は，初等国語科教育において，デ‘ジタノレ教科書の活用をテーマとした，教

職志望学生の ICT活用指導力向上のための授業の提案を行い，評価することを目的とした。

2. 研究方法

(1）対象及び実施時期

対象：長崎大学教育学部学校教育教員養成課程小学校教育コース ICT活用実践専攻，子ど

も理解実践専攻に所属している 2年生 56名，中学校教育コース数学専攻，国語専攻，家庭

専攻，保健体育専攻に所属している 2年生 17名，教職実践専攻に所属している大学院l年

生 1名の計 74名を対象とし，小学校教員免許取得のための必須科目である「初等国語科

教育jにおいて授業を実践した。教職実践専攻に所属している大学院1年生を除いて，学

生は教育実習の経験がない。

実施時期 ：授業の実施期間は，第一回目が2014年7月8日，第二回目が 2014年7月 15日

で，計2時間（180分）の授業を実践した。

(2）実施手順

①電子黒板やデ、ジタノレ教科書の知識，国語の授業での活用に関して，アンケートによる事

前調査を行った。
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②大学における初等国語科教育 f読むことjの授業に， ICT活用指導法を入れ込んだ授業

を2単位時間（1単位時間は90分）行った。領域については説明文とした。授業は，担当

である第2著者が進め，電子黒板の操作やデジタノレ教科書の説明は第1著者が行った。

③事前調査と同様の内容のアンケートで事後調査を行い，授業前と授業後の比較を行うこ

とで，本授業についての効果を検証した。。

(3）評価

学生を対象としたアンケートを作成し，電子黒板・デジタノレ教科書の知識や国語の授業

を行う際のICT活用について，授業前と授業後の比較を行った。アンケートの内容は以下

の通りである。

(a) ICT活用について，以下の4つの間いについて5件法（1ょくできる 2できる 3 

どちらとも言えない 4少しできる 5できない）で評価をしてもらった。

1－①電子黒板にはどのような機能があるのか挙げることができる

1－②デジタル教科書はどのような機能があるのか挙げることができる

1－③小学校国語科 f読むことjの指導場面において、 ICTを活用した授業を計画

することができる

0考えられる指導場面について例を挙げてください。（自由記述）

1－④小学校国語科の授業にデジタノレ教科書を取り入れたいと思う

(b）以下について，自由記述で回答をしてもらった。

2－①あなたは小学校 1年生の担任で、自動車についての説明文（さまざまな自動車

のっくりと働きを比べて読むこと）の授業をします。授業に慣れておらず、落ち着

きがない小学1年生の子どもたちが興味や関心を持ち、理解度を高める授業を行う

ためにどのような方法で指導しますか。

2－②なぜ上記のような指導法が有効だと考えましたか。

3. 実施した授業

授業で取り扱う ICT活用については，「デジタル教科書活用 5分類J （清Jll2013）をも

とに，教材に合った活用を考え，①操作が簡単であること②くり返し指導すること③他の

場面でも活用できるように，操作方法と共に，活用場面と効果について説明すること，の

三点を考慮、して検討した。第一回「読むこと」の指導案は表 l，第二回「読むことJの指

導案は表2の通りである。
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表 l 第一回「読むことJ指導案

i飴

粍

t毛 楽の し くみ

学生の認証り純iみ 教材と教師のはたらきかけ

時間

（分I

ふIomr包！のノートやプリントをIO約時は fあめ二五j という物誌の教けで． ・2充総合法とーニ必
りl見たり，教的のぷを附いたり ｜ 法の読解Jii去について学んだことをふりかえる

かl して．前日寺の内科をふりかえ 10 ・絞総合法と三説訟のねらいを.Pl!解したI・.で．指導のうiさ

えlる I tlJしを瑚やすことや数字fと児置の実態には：じて使い分ける

I I ことを説明する

O・J、レボートの紛ltをすろ

5 ~＞ 

。アンケートに符える 07［子忠級やデジタル数手HHこ関する調査の説明をし，アン

ケートを佼脅iγる

泌lI.読む、ことの午符桁irf.

開l～従明文・1青綴を読む～
①題名読み

RrじどうJt£くらべJ配俗、総説、 Jfl.11漢字の縮努

IS分

。デジタル教＃舎に機能につIOfじどうIliくらべjのプリントを配布し.~fi読みについ 1 20 分

いて剣lる ！ てZ定例ずる，

ο配布されたプリントを凡な 10デジタル教終舎について簡単に波移］する
がら範説会開く I . ~十学年に i 枚のディ スクで． f: 下の内’存が入っている

O新出i英字の街i捧訟を匁1る I. f:l ~があり． 教付を選択する

－教科手守ピ九日と本文ピ：＜ －

－拡大；と縮小

. ~科会

・続出漢字

．総統嫌能

25分

－ 書き込みや巧イ ンを~I く

• !ill謝

。デジタル教科設による総統を見せる

。デジタル教舎による． 新出I英字のtl'Ji~法を見せる

＠学習のめあて｛！問題提，f:Ji1fi認

33分

41分

土
品
ル
』
め

G)てびさに沿ったオーソドックスな線開

。デジクル教科書で肘引いたり 蜘を見せる 1 s1分
6憎んのゴール（＝学びの必然性Jiを，Rした展開（言語活動の

山吋プリント参照 160分
2. '' i.-;Jfート｛糊感想j l@・J、吋ート
0'1、レポートを書く

Q)屯｛－！）認絞．デジタル教科it:lこ

ついて

告Jrじどう車〈らペjの綬業iご

ついて

（争後業全体の磁器当事J 90分
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表 2 第二回 「読むことJ指導案

綬業のしくみ

学主の取り組み ｜ 紛fと教舗のはたらきかけ

。前回のノー トやプリ ントa-見たり． Ofl'il時のふり返りを行う
教[lrfiのJ誌を側いたりして，前師寺の内 。電子mttiで縛絵を鉱大して．むのがたりで使うふき
令・をふりかえる だし法について説明する

I.読むことの’下習指導

～説明文 · ~践を読む～ 。凶よ訴の俊業における説明文の読みの対象

0情報読みと総理緩みにif!いや苧俸に 内容と形式

見：じた読ませかを匁iる →｛可が奇いてあるか？（情報読みJ

。配布されたプリ ントを見ながら範説 I・ 2伝

をと悩！く →どのようにおいてあるか？（論均読みl

。新付rn察学の指導1去を匁1る 3・I{:.

。論理~分に者隠して説ませないと， f国務j の授業

じゃなくなってしまう。

（社会や雄科の！清司i読みとl1ilじ。仰の授業かわから

。配布されたプリントを見ながら総説 ない＂I 

~Im く

。新lHi築学の術事1訟を知る 0 fすがたをかえるA:tLのプリント配布する

Q}ijf ~読み ~~lから思い浮かぶこと ・ イ メ｝ジ

事＇rすがたをかえる.krL1配布・総統

。デジタル教科書による範読を見せる

。デジタル数~による、新tfli＇礎学の保理1訟を見せる

。はじめ．なか．おわりの偶成金怠置をし g，てびきに従ったオーソドックスな筏梁

て4:文を1J約する

①問題提示のない文般に問題提不を作る貯

吟閥

（分J

110分

I 23分

I 2i分

39 ~~ 

$「大｛~レボ｝ト作り j ：こす：かすために I so分

読む

2.小レポート（際組・感思J 10川、レホート 52分

＠説明文の授業で~.＠.を絞むこと

について

はJrすがたをかえる入；£iJの絞殺

について

（包授業全体のJ謀部哲~I

%分
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4. 結果

質問事項 1－①から 1－④については， 5（ょくできる）から 1（できない）の 5件法で回答を

求め，それぞれを5点（ょくできる）から 1点（できない）と見なし，各項目の平均点を算出

した。図 1は授業前と授業後の平均点を比較したものである。平均点の事前調査と事後調

査での発生率を， l要因参加者間による t検定をした結果，いずれの項目においても事前

と事後で 1潟水準の有意差が認められた。（①t=138,df=2. 6, p<. 01②t=138, df=2. 6, pく.01 

③t=138, df=2.6, pく.01④t=138, df=2.6, p(.01) 

質問事項1－①～1－④ 【平均値の比較】
5 

1 

．事前調査

．事後調査

4.5 

4 

3.5 

3 
2.5 

2 

1.5 

*:p<0.01 

図 1 質問事項 1－①～1－④ ［平均値の比較】

質問事項1－③の指導場面について記述する質問について，事前調査と事後調査を比較し

たものを表3に示す。事前調査では回答が少なかった「範読機能を用いた指導J 「新出漢

字の指導」という回答が事後調査では多くなった。また， 「回答なし」が 12名から 5名

に減少している。括弧内は回答の割合を表している。

表3 ICTを活用した授業を計画することができる ・記述 【比較】

（カッコ内は全体に占める割合）

回答

ベンで

事前調査 事後調査

4 (5. 6) 33 (48. 5) 

2 (2. 8) 29 (42. 6) 

15 (21. 1) 9 (13. 2) 

5 (7. 0) 8 (11. 7) 

4 (5. 6) 4(5. 8) 

6 (8. 4) 2 (2. 9) 

15 (21. 1) 。
3 (4. 2) 。

⑥教科書の本文を提示して一斉読みをする

⑦場面の写真を見せる

③物語を映像で見せる
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⑨わからない語句を調べる

⑩配布資料や児童の意見をタブレットに転送する

⑪本文を穴あきにして提示する

⑫音を出す

証書店名藍罫

⑭読む姿勢を録画して確認する

⑮無効回答

⑮回答なし

質問事項 2－①については，自由記述による

回答となっている。回答は図2のように，①教

科②教授法③！CTの3つのうち，どの要素を含

んでいるかを基準に分類し，重なりがあるもの

については④教科＋教授法⑤教科＋ICT

⑥教授法＋ICT⑦教科＋教授法＋ICTとした。 授法，ICT

表4 分類の基準について

分類 分類の基準

2 (2. 8) 

2 (2. 8) 

l (1. 4) 

1 ( l. 4) 

。
。
l (l. 4) 

12(16. 9) 

図 2 分類方法

①教科 f読むことJに関すること ・接続語や文の構成に着目しているもの

。
。
。
4 (5. 8) 

l (1. 4) 

l (1. 4) 

。
5 (7. 3) 

②教授法 板番，人数（グループや個人，全体等），発問の仕方，教材の提示方法を示してい

るもの

③ICT ICT機器を活用した授業を提案しているもの． 入力機械（データ保存・再生機器）
コンピュータ，実物投影機（書面カメラ），DVDプレーヤー，CDプレーヤー． 出力機器（表示機器）
プロジェクター（スクリーン），電子黒板，デジタノレテレビ． 操作機器
電子ベン（電子黒板に付属）

④教科＋教授法 国語「読むこと」で学ぶ主な指導法である，ふきだし法・題名読み・一読総

合法・三説法などが記述されているもの

⑤教科＋ICT

＠教授法＋ICT 教科の内容について触れていないもの

例「自動車の写真を見せて、自動車のしくみを考えさせる。Jといった，
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回答を読んだだけでは教科を特定することができないもの

⑦教科＋教授法＋ICT 回答に教科の内容を含むもの

例「電子黒板で自動車の写真を見せたり、サイレンやクラクションの

音を聴かせたりする。その後デ‘ジタノレ教科書での漢字指導や、教科書

読みに入るけ といった，回答を読んだだけで教科が特定できるもの

質問事項2－①について，分類した結果を表5，図 3に示す。ICTについての記述をした

学生は事前調査 ・事後調査とも 7割を超えており，事後調査では教科と教授法と ICT，す

べての要素を含む回答が増えた。また，事前調査ではデジタル教科書の活用について，「動

画を使うことで興味関心を高めることができるj と記述した学生が多かったが，事後調査

では動画以外にっくりや働きに線を引し、て注目させたり，文の構造を捉えさせる等の具体

的な回答が増えた。また，ICTを活用すると答えた回答について「なぜ上記のような指導

法が有効だと考えましたか」という質問事項については， 「わかりやすいし、視覚的 ・聴

覚的に捉えることができる」という回答が多かったが，事後調査ではデジタル教科書や電

子黒板の利点や活用法を具体的に示したものが多くなった。

表5 質問事項2・指導方法 ［比較］ （カッコ内は同じ意見を述べた人数）

事前調査 事後調査

① なし なし

② ・身近にある自動車を発表させて、そこか －自動車のっくりをパズ、／レにして、それを

ら働き ・っくりを学び、他の乗り物へ 解きながら進めていく

・学校に来るまでにどんな自動車を見たか －図を指示しながら説明する

を発表したり、友達に紹介する。自動車 －身近にある自動車を発表させて、そこか

に意識が向いたら教科書に入る。教科書 ら働き ・っくりを学び、 他の乗り物へ

で出てくる自動車も 「00君が発表して ・まずはトラクターで興味を引く

くれたものだね」と関連を持たせる －身近な自動車についてのクイズを出す

・車の模型または実物に触れさせ、観察さ

せる（3) 

・自動車の画像を見せて、分かることを言

わせる（3) 

－クイズを出す（3)

・自動車の部品をパーツごとにしてパズル

として組み合わせていく（2) 

・自動車の部品だけを見せて、何になるか

考えさせる

－授業以外の楽しい話をして教師側に注意

を向ける
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・好きな乗り物の本を図書館や家で探して

持って来るようにする（2)

③ ・自動車の動画や画像を見せる（13) ・自動車の動画や画像を見せる（1 1) 

（様々な自動車、働いている横子） （様々な自動車、働いている様子）

• ICTを活用する（4) －動画を見せながら説明する（4)

－教科書に出てくる自動車、その他の自動 ・ショベルカーの動画を見せて興味を引

車の写真をプロジェクターで映す く

－学校付近の映像や車のアニメを短時間流 －写真や図を使って興味を引く（3) 

す －様々な自動車の音を使う（3)

・パワーポイントで自動車の写真を見せる －自動車のっく りと働きに関する DVD

－動画を見せながら説明する（3) を見せる（2)

－デジタル教科書で音を出す（2) ・デジタル教科書の機能を使って関心を持

たせる

－電子黒板を用いる（4)

④ －自動車の絵を描かせて答え合わせをする。 －授業の質を高めるために、教師自身が教

っくりや働きを理解したうえで文章を読 科や授業内容に関して学びを深めてい

み、より一層深めていく く。

－児童が自動車が載っている本を持ってき

て「自動車かるたJを作る。最後にみん

なで自動車かるた取りゲームを行う

－説明文に合わせて（聞いて）絵を描いてみ

るとし、う活動を行う

－好きな自動車や身近にある自動車の絵を

描いてもらい、絵をもとにその自動車の

特徴や好きな所を発表してもらう。その

絵を種類ごとに分けたり、比較したりす

る

・消防車など、それぞれの自動車を説明し

ている部分に線を引かせて、実際にその

ようになっているか絵を見て確認をする

⑤ －それぞれの自動車の映像を見せて興味を

持たせ、その中で接続語などの学習に持

っていく

－デジタル教科書の自動車の映像を流した

り、その自動車を運転する人になりきっ

てっくりや働きに注目させる

・説明文の根拠となる部分にタッチベンで
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線を引かせたりする。児童が電子黒板に

触れる機会を増やす

－デジタル教科書にある自動車の動画を見

せる。デジタル教科書の範読を聞いて、

音読をする

⑤ －電子黒板に様々な自動車を映し、それら －自動車の写真を見せて、自動車のしくみ

が日常生活において、いつ ・どこで を考えさせる（2) 

－何をしていたかなど見た事のあることを －工事現場や高速道路の映像を流して、こ

発表させる れはなんの様子かという発聞から授業

－自動車の絵や写真を児童に見せ、どのよ に入っていく

うなときに役に立つのか、特徴のある部 －自動車の動画を見せてどこが特徴的なの

分を大きく見せながら問う か、文章からも視覚的にも理解できるよ

－写真や動画を見せてから文章の読解に入 うにする

る（2) －自動車の動画を見せたり、模型または実

－絵や写真を使ってゆっくりと指導する 物に触れさせる（2) 

－教科者の挿絵が動いたり、音が鳴るよう －さまざまな自動車の写真を見せてクイズ

に工夫する。説明に合わせて絵が動いた 形式にして児童の知識を共有する（2)

り、部品が光るようにする －自動車の動画を見せて自動車について学

－模型（おもちゃ）から入って興味を持たせ ぶことを印象づける。黒板にカラフルに

る。音を聴かせる（3) ペンを使いながら読み込んでいく

・消防車や工事現場の車などの紹介をして ・00車について知っているかを問うた後

いるビデオを見せてから教科書の内容に に動画を見せる。その後他の自動車につ

入る（2) いても触れていく（2) 

・自動車の画像や動画を見せる。その後身 －初めに様々な写真や映像を見せてどんな

近にある車ゃない車を見せながら説明文 自動車か口頭で意見を出させる。電子黒

を読んでいく 板を使って読み深める

－映像を流す。クイズを行う －デジタル教科書で授業を行う。範読機能

－デジタル教科書でいろんな角度から自動 を用いて本文を読み内容に入ってし、く。

車を見ることができるようにする、また 画像や動画を用いて興味が持てるよう

模型を実際に見せる にする

・スクリーンに様々な自動車を出して、色々 ・デジタル教科書で範読を行う（6) 

な自動車があることをイメージさせる。 ・デジタル教科書を使って文章にマーカー

その後に日常の火事や違反を見せて、ど を引く（3) 

のような自動車が必要かを考える ・デ、ジタノレ教科書にある自動車の写真のみ

－導入でラジコンで遊ばせたり、自動車の を見せ、これが何という自動車でどんな

DVDなどを見せて興味関心を高める 特徴があるかなどを挙げさせたあとー

－まず好きな自動車について生徒に聞き、 緒に確認する

その後動画を交えてっくりと働きを説明 ・写真を使って文章と照らし合わせながら
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する 指導する。教科書以外も調べたいという

・導入部分で様々な自動車を動画を映し出 意欲を引き出すために聴覚・視覚を使っ

し興味を引く。また、発問する際にも動 たものにする

画を使ってイメージしやすくする

・字が大きく書かれた文を提示する。落ち

着かない児童のために動画を使う

・実際に模型を準備したり、画用紙で作つ

たものを準備する。また、プロジェクタ

ーなどで動画や画像を映し出すことで、

より具体的にっくりや働きがイメージで

きるようにする

⑦ －まず自動車の写真を電子黒板で見せる。 －新出漢字を、電子黒板を用いて教えたり、

実際にっくりや働きを比べる時に、文章 自動車の絵を拡大してどこの説明をし

と合わせて写真や動画を見せて比べて読 ているのか理解できるようにする

み深める ・場面ごとに読み進めていき、新しい自動

車が出てきたときにその自動車の動画

を見せる

－電子黒板で自動車の写真を見せたり、サ

イレンやクラクションの音を聴かせた

りする。その後デジタノレ教科書での漢字

指導や、教科書読みに入る

・自動車の動画を見せて興味を引き出す。

っくりと働きの部分を発表させて電子

黒板にマークさせる

・自動車それぞれのしくみや働きについて

書かれている本文に色分けしながらマ

ーカーで線を引き読解していく

質問事項2ー① 【比較】

・①教科

事前調査 21 ・②教授法

・③ICT

・④教科＋教授法

24 率1 ・⑤教科＋ICT
⑥教授法＋ICT

0% 20% 40% 60% 80% 100% ・⑦教科＋教授法＋ICT
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図3 質問事項2一① ［比較］

5. 考察

知識についての質問事項からは，電子黒板やデジタル教科書について知らなかった学生

が，授業を受けることで、それぞれの機能について知ることができたことがわかる。授業が

学生にとって有効だ、ったと考えられる。

活用については，質問事項ト③の平均値が大きく上がっていることがわかる。また，指

導場面について記述で答える質問に対しては，回答なしが 12名から 5名に減少し，事後

調査では2回の授業のうち2時間とも取り扱った漢字指導，範読，表現の工夫や本文の大切

な部分にマーカーで印をつけるとし、う回答が多かった。これから，学生が具体的な場面を

想定して ICTを活用した授業を計画することができるようになったと考えられる。質問事

項2では事前調査，事後調査共に ICTについて記述した学生は7割を超えており，学生が

進んで ICTを活用した授業を計画しようとしていると考えられる。また，事後調査では事

前調査に比べて教科と教授法と ICT、すべての要素を含む回答が増えた。ICTを活用した

指導法の有効性についても授業後は場面に応じた多くの回答が出たことから，学生が，

様々な機能について知り，場面に応じた活用ができるようになったと考えられる。しかし，

動画の活用については，動画を見せて読む活動や書く活動などの国語的な言語活動につな

げるような指導法を教えるべきであったと考える。

意識についての質問事項である 1－④については，平均値が2.7点から 3.6点と上がって

いる。他の質問事項である「電子黒板やデジタノレ教科書の機能を挙げることができるJや

「初等国語科教育「読むこと」の指導場面において、 ICTを活用した授業を計画すること

ができるJの平均値もともに上がっていることから，学生がデ、ジタノレ教科書について初等

国語科教育の中で学ぶことで，有効性が分かり，活用したいと考えるようになったという

ことがわかる。

6. まとめと標題

本研究では，対象を小学校国語科「読むこと」の領域とし，デ、ジタル教科書の活用を取

り扱って，教職志望学生の ICT活用指導力向上のための授業の提案を行った。

初等国語科教育のなかに ICT活用の指導を埋め込んだ授業を実施し，電子黒板，デジタ

ノレ教科書の知識や活用の方法に関するアンケート調査を行った。教育学部生 74名の授業

前と授業後の回答結果の比較により，初等国語科教育のなかに ICT活用の指導を埋め込ん

だ授業の実施が，学生の ICT活用指導力向上のために有効で、あることが読み取れる。

本研究ではアンケー トで評価を行ったため，実際に活用できるかどうか，他の場面に応

用できるか操作してもらうなど，より実践的な調査を行っていくことが今後の課題である。

また，受講人数が多かったために，学生が実際に電子黒板やデジタノレ教科書を操作する

場面を設定することができなかった 。授業で学んだことを生かして，他の教材を使って

模擬授業をするなど，授業内容の工夫をすることで，学生の知識の定着や活用の幅が広が

ることが考えられる。
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